
　令和６年度福島県中学校
長会会長を拝命いたしまし
た福島市立福島第一中学校
の板橋竜男です。

　本年３月末をもってご勇退されました福地裕之
前会長をはじめ、それぞれの校長先生方のご功績
に敬意を表しますとともに、長年にわたるご指導
に対しまして、心より感謝申し上げます。
　今年度、どうぞよろしくお願いいたします。

　学力向上、不登校、いじめ、働き方改革、人材
不足、部活動の地域移行、校則の見直し、熱中症・
感染症対策・・・昨年度まで校長会の理事会で話
題になった課題が書ききれないほどある。そし
て、これらの課題に対応すべく、県や市町村でも
対策会議が行われ、多くの校長先生方も会議に出
席し、今後どうすべきか検討している。
　これだけたくさんの課題があると、正直、なん
でこんな大変な時期に校長になったのだろう・・・
そう思うこともあるだろう。管理職を目指す教員
が減っているときくが、私たち自身が前向きに頑
張れるような材料が少なく、課題解決の見通しが
持ちにくい中、どれだけ魅力化を図れるか・・・
そう思うと暗い気持ちになってくる。
　一昨年前、校長会の事務局に入って、何か手掛
かりはないか考えたとき、ある言葉、ある文章が
思い出された。それは、15年前、高校時代の恩師
が校長協会（中学校でいう校長会）の会長になり、
会報の巻頭言としての話だった。
　タイトルは－政策集団たれ－。言葉の使い方な
ど、丁寧な中に確固たる信念が伝わってくる文章
だった。全体の内容としては学習指導要領、総合
的な学習の時間をどうつくるか、今までの課題「学
力向上」「中退問題」に対しての検証を今後、ど
うしていくかなどである。その一部を紹介する。

・・・自分のあずかっている学校にとって、

どんな教育が適切であり、必要であるかを
真剣に確立しなければならない。率直に言っ
て、私たちは、ことを決める場合、よそは
どう対応するか、どんな考えを持っている
かを気にしすぎたきらいがあります・・・
　・・・校長協会は「学習集団」・「政策集団」
でなければならない。課題は山積みになっ
ています。拙速のそしりを受けてもすぐに
やらなければならないことと、長期的な展
望にたって熟慮しなければならないことを
見極め、各支部・各委員会において、県教
育委員会に提言できる政策を模索してほし
い。福島県ならではの政策はないのだろう
か。そうでなければ二十一世紀、校長協会
の鼎が問われることになるであろうと思い
ます。
　二十一世紀に希望をもって生きていく若
者を育てなければならない。それは重い仕
事ではありますが、やらなければならない
仕事なのです。

　昔から課題は山積みだった。そして過去の課題
はすべて解決されてきたわけではない。でも、だ
からと言って、生徒や教職員のためにも、今、手
をこまねいている時間はない。
　当たり前だが、それぞれの校長が自分の考えを
確立し、その上で建設的な意見交換を行う・・・
そして、校長が学び、考える「学習集団」「政策
集団」となる校長会でありたい。その課題解決の
軸は、今の学校を考え、すぐに行うべきものは何
か、そして数年後、将来にわたって行うべきこと
は何かである。
　こんな予測困難な時代だからこそ、私たちは常
に「学習集団」「政策集団」として進んでいきたい。
決して、校長会は「あがり」の集団ではなく、課
題解決の集団としてあると、自分に言い聞かせな
がら・・・。

政策集団として
福島県中学校長会会長 　板　橋　竜　男
（福島市立福島第一中学校）


